
  福岡探訪③(博多人形) 

 福岡の文化の一つ「博多人形」。その歴史は古く 1600年まで遡ります。 

1976年には国の「伝統的工芸品」に指定され、数多くの素晴らしい作品が生み 

出されています。昨年開催された大阪万博では、博多人形のミャクミャクが 

話題になりました。そんな博多人形の絵付け 

体験が福岡でできます。保育士のみなさんは 

物作りが好きな方もきっと多いはず！！この 

機会に福岡のお土産として手作りの博多人形は 

いかがでしょうか！？ 

特別講座の紹介【講座Ｂ：身体づくり】 

 昨年 6月、全国保育問題研究集会「身体づくり―運動」分科会での議論の 

蓄積をもとに『子どもの身体づくり・運動～赤ちゃんから幼児までの保育実践を 

読み解く～』が出版されました。本書には、全国の保育現場で生まれた 14の 

身体づくり・運動の実践が紹介されています。そこには「楽しさ」「おもしろさ」 

「心地よさ」といった言葉が多く登場し、子どもたちが夢中になり思わず身体を 

動かしたくなる。そんな保育の実践が掲載されています。 

 

 本講座では、これらの実践を読み解きながら、乳幼児期の身体づくり・運動で

大切にしたいことについて、参加者のみなさんと考え、学び合います。 

 

保育の現場には、日々さまざまな迷いや悩みがあります。 

全国の保育実践に学びながら、子どもが身体を使う喜びを 

感じる保育とは何かを一緒に考えてみませんか。 

 

講師：上月 智晴さん・塩田 桃子さん・横井 喜彦さん 
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福岡集会一次締め切りは 5/7(木)です！！ 

 新しい年度が始まり、みなさん忙しい日々を送っていること 

だと思います。さて、以前からお伝えしていた通り 4/1(水)より 

福岡集会の申し込みが始まっています！！申し込みはお済みで 

しょうか！？一次締め切りは 5/7(木)となっています。現在 

申し込みをいただくと 7,000円の参加費ですが、5/8(金)からは 

7,500円になります。今のうちに申し込みをおねがいします！！ 

 

 

 

特別講座の紹介【講座Ｈ：保育政策】 

 2022年に「こども基本法」が制定され、2023年 4月に「こども家庭庁」が発足 

しました。「こども大綱」に基づき、国、都道府県、市町村それぞれで様々な施策が 

とられようとしています。その中の一つが今月から本格実施されている「こども 

誰でも通園制度」です。 

 

 本講座では、制度創設の背景や目的、現場から見える課題や可能性について 

シンポジストの方とともに考えます。これからの保育や子育て支援について、 

みなさんと一緒に学び、考える機会となれば幸いです。 

 

 新しい制度が始まる今、子どもたちにとってより 

良い保育とは何か。みんなで一緒に考えてみませんか。 

 

■シンポジスト   辻 文さん(大阪保問研・堺市みんなの保育園 園長) 

加藤 雅美さん(愛知保問研・名古屋市たんぽぽ保育園 園長) 

■コーディネーター 中村 強士さん(愛知保問研・日本福祉大学) 

 

 

申し込みはこちら 


